
愛知県宿泊事業者高付加価値化促進事業費補助金

申請書類説明資料

第一回 ２０２２年12月1日 午後2時から午後4時

愛知県産業労働センター（ウインクあいち）11階1103室

第二回 ２０２２年12月6日 午前9時30分から午前11時30分

へきしんギャラクシープラザ（文化センター/中央公民館）3階大会議室

第三回 ２０２２年12月6日 午後3時から午後5時

愛知県東三河総合庁舎2階大会議室

愛知県観光コンベンション局観光振興課

資料２



愛知県宿泊事業者高付加価値化促進事業費補助金

補助対象となる事業例

申請に必要となる書類

必要書類 部数

1 〇補助金交付申請書（様式第１） 原本 1部

2 〇補助事業計画書（別紙） 原本 1部

3 【旅館業の場合】
〇旅館業営業許可書

写し 1部

4

【旅館業営業許可書又は住宅宿泊事業届出書に記載されている事業者名と
申請者名が異なる場合】
〇施設所有者から運営委託等を受けていることを証明できる書類（運営委
託契約書、賃貸借契約書等）

写し 1部

5

【旅館業営業許可書又は住宅宿泊事業届出書に記載されている事業者名と
申請者名が異なる場合】
〇この補助事業に対して施設所有者から同意を得ていることを証明する書
類（同意書等）

原本 1部

6

【旅館業営業許可書に記載されている宿泊施設の名称・所在地等が「補助事
業計画書 ２ 補助金事業の実施施設の概要」の記載事項と異なる場合】
〇同一施設であることが証明できる書類（旅館業営業許可申請書記載事項
変更届（保健所等の受付印があるもの）等）

写し 1部

７ 〇申立書（様式第２） 原本 1部



愛知県宿泊事業者高付加価値化促進事業費補助金

補助対象となる事業例

申請に必要となる書類

必要書類 部数

8 〇見積書（二者以上） 写し 各1部

9
【二者以上から見積書を徴取することが困難又は不適当である場合】
〇業者選定理由書（様式第11）

原本 1部

10

工事図面等
【最低限ご準備いただくもの】
〇レイアウト図
〇施工後のイメージ図
〇現状写真
【事前の検討・準備が進んでいる場合に提出いただくもの】
〇基本設計図書
〇現状写真
〇施工工程表

写し 各1部

11 〇金融機関による確認書（様式第３） 原本 1部

12

【法人の場合】
〇税務署へ提出した直近２期分の確定申告書全て（別表一～十六、決算報
告書、法人事業概況説明書、勘定科目内訳書、受信通知（電子申請の場合）
等全て）

写し 各1部



愛知県宿泊事業者高付加価値化促進事業費補助金

補助対象となる事業例

申請に必要となる書類

必要書類 部数

13
【個人事業主の場合】
〇税務署へ提出した直近２期分の事業の収支内訳書又は青色申告決算書
（貸借対照表を含む）、受信通知（電子申請の場合）

写し 各1部

14
【法人の場合】
〇発行後３か月以内の登記簿謄本（履歴事項全部証明書）

原本 1部

15
【個人事業主の場合】
〇個人事業の開業・廃業届出書

写し 1部

16 〇発行後３か月以内の国税の納税証明書（その３） 原本 1部

17 〇発行後３か月以内の愛知県税について未納の徴収金がない証明 原本 1部

18
【法人の場合】
〇社会保険料納入確認書

原本 1部

19
【個人事業主の場合】
〇国民保険料納付確認書

原本 1部

20 〇受取人届出書 原本 1部

21 〇発行後３か月以内の改修対象となる建物の不動産登記簿謄本 原本 1部

22 その他知事が必要と認める書類 原本又は写し 各1部



愛知県宿泊事業者高付加価値化促進事業費補助金

補助対象となる事業例

見積書・工事図面等

見積書

〇 補助対象経費のほか、対象外経費を含めた総額を算出、記載すること
〇 内容については内訳を詳細化し、補助対象経費と対象外経費が分かるよう明記すること
〇 平米単価等の記載や工事単価が高くなっている場合はその要因についても記載すること

レイアウト図

〇 改修内容がわかるように施設全体の中でどの箇所を改修するのかがわかる既存図面を準備
し、その図面に改修範囲、改修箇所を図示すること

施工後のイメージ図

〇 改修内容（仕様）のわかる図面であること
（写真コラージュと平面プランなど、素材、配置がわかる資料）

現状写真

〇 改修対象が明確に映っていること
〇 見切れておらず、全体が分かりやすく映っていること
〇 明るい写真であること



愛知県宿泊事業者高付加価値化促進事業費補助金

補助対象となる事業例

審査・評価

審査・評価の基準

次の要件を専門家等の意見をもとに評価を行い、採択案件を決定する。
〇 補助要件の充足

要綱、申請の手引きに示された条件を満たす計画、申請内容かどうか
・必要書類が不足している場合や申請書類の誤記や計算間違い等により要件を満たさない
場合は採択しない。

〇 補助事業の実現性
資金計画、事業継続等、事業計画の実現に問題ないか

〇 生産性の向上効果
要件となる付加価値額と給与支給総額の向上を高い基準で満たしているか

〇 採択された場合であっても、補助対象経費とは認められない経費が含まれていた場合、
申請額に対して交付決定額が減額される場合がある。

〇 審査・評価の結果及び内容に関するお問合せには、一切応じない。

【審査・評価に関する留意点】
































